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(57)【要約】
【課題】球を挟み込むことがなく、補給筒を正しい位置
にガイドして、こぼれ球の発生や島の破損を極力少なく
するパチンコ球補給装置を提供する。
【解決手段】球導入樋４００を上下方向に回動可能に軸
着し、球導出口から球の流出を停止させる停止手段３２
０と、前面枠の開閉状態を検出する前面枠開閉状態検出
手段３３０と、停止手段３２０と前面枠開閉状態検出手
段３３０とを連繋させる連動手段３４０とを備え、前面
枠が閉止状態にあることを検出すると、連動手段３４０
によって球導入樋４００が下降して、賞球タンクに対す
る球の補給を行ない、球導入樋４００の賞球タンク内に
貯留された球に当接する部分には、当該球導入樋４００
が下降したときに、球の間に入り込み、当接した球を押
圧して移動させる案内部４６０を設け、案内部４６０の
断面形状を略Ｖ字形に形成し、球の通過方向に沿って略
逆へ字形に形成した。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
パチンコ遊技店の島設備において、球補給樋から各パチンコ機の賞球タンクに向けて賞球
用の球を補給し、球が整列して通過する球通路を備えたパチンコ球補給装置であって、
　上方に開口する球導入口を有すると共に下方に開口する球導出口を有する球導入樋を、
上下方向に回動可能に軸着し、球導入樋が上昇した状態では、球導出口から球の流出を停
止させる停止手段と、
　パチンコ機の前面枠の開閉状態を検出する前面枠開閉状態検出手段と、
　前記停止手段と前記前面枠開閉状態検出手段とを連繋させる連動手段と、
を備え、
　前面枠開閉状態検出手段が、前面枠が閉止状態にあることを検出すると、連動手段によ
って球導入樋が下降して、賞球タンクに対する球の補給を行ない、
　前記球導入樋の賞球タンク内に貯留された球に当接する部分には、当該球導入樋が下降
したときに、球の間に入り込み、当接した球を押圧して移動させる案内部を設けたことを
特徴とするパチンコ球補給装置。
【請求項２】
前記案内部は、球の通過方向に直交する断面形状が、略Ｖ字形に形成されていることを特
徴とする請求項１記載のパチンコ球補給装置。
【請求項３】
前記案内部は、球の通過方向に沿って、略逆へ字形に形成されていることを特徴とする請
求項１または２に記載のパチンコ球補給装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明はパチンコ遊技店において、パチンコ機の賞球タンクに賞球用の球を補給する
ためのパチンコ球補給装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ島を構成する各パチンコ機には、球補給樋から球補給装置を介して賞球タンク
に向けて賞球用の球が適時補給されるように構成してある。このような球補給装置の一例
は、特許文献１や特許文献２、或いは特許文献３等に記載されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１及び特許文献２には、垂下状態および前方起立状態となり得る円筒
型の補給筒と、該補給筒と同時に回転し得るように設けられた作動杆とからなり、前面枠
を閉じる過程で景品球タンクの後側壁が作動杆に係合し、該作動杆および補給筒を回転さ
せ該補給筒を垂下状態にし、該補給筒から景品球を排出可能にした景品球補給装置が記載
されている。また、特許文献３には、断面長円形型とし、側壁が平面部と湾曲部とで構成
されている補給筒と、該補給筒と同時に回転し得るよう設けられた作動杆とを備えた球補
給装置が記載されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－８１７６５号公報
【特許文献２】特開２００７－１３６０２２号公報
【特許文献３】特開平１０－３０５１４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、補給筒の形状が平面型や円筒型をしていると、球を補給するために補給
筒が下降して来たときに、下降位置に既に球が滞留している場合には、下降してきた補給
樋で賞球タンクとの間に球を咬み込んでしまい、補給筒がその位置で停止してしまうこと
があった。
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【０００６】
　そして、この状態で補給筒から球が補給されることにより、賞球タンク内に所定以上の
高さまで球が補給されることとなり、この補給された球が何らかの衝撃などによって賞球
タンクから零れ落ちる場合がある。即ち、この球こぼれトラブルは、補給筒が正規の補給
位置まで降りてこないことに起因する。
【０００７】
　このようにして、球こぼれが発生すると、誤差球が出てしまったり、パチンコ機の裏パ
ックが破損してしまうことがある。また、こぼれた球が、遊技設備（以下、島ということ
がある）に、連続的に当ることによって、島を破損することがあった。ここで、誤差球が
発生すると、球の収支、すなわち、遊技者が打ち込んだ球数と、遊技店が払い出した球数
とを正しく把握することができなくなってしまう。このため、誤った判断を下してしまい
、サービスの低下や売上の低下になりかねない。
【０００８】
　一方、補給筒と賞球タンクとの間に挟まった球の圧力で、賞球タンクに余計な力が加わ
ってしまうため、賞球タンクの変形や破損に繋がることがあった。
【０００９】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、球を挟み
込むことがなく、補給筒を正しい位置にガイドして、こぼれ球の発生や島の破損を極力少
なくするパチンコ球補給装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記課題を解決するために、請求項１に係る発明は、パチンコ遊技店の島設備において
、球補給樋から各パチンコ機の賞球タンクに向けて賞球用の球を補給し、球が整列して通
過する球通路を備えたパチンコ球補給装置であって、上方に開口する球導入口を有すると
共に下方に開口する球導出口を有する球導入樋を、上下方向に回動可能に軸着し、球導入
樋が上昇した状態では、球導出口から球の流出を停止させる停止手段と、パチンコ機の前
面枠の開閉状態を検出する前面枠開閉状態検出手段と、前記停止手段と前記前面枠開閉状
態検出手段とを連繋させる連動手段と、を備え、前面枠開閉状態検出手段が、前面枠が閉
止状態にあることを検出すると、連動手段によって球導入樋が下降して、賞球タンクに対
する球の補給を行ない、前記球導入樋の賞球タンク内に貯留された球に当接する部分には
、当該球導入樋が下降したときに、球の間に入り込み、当接した球を押圧して移動させる
案内部を設けたことを特徴とする。
【００１１】
　請求項２に係る発明は、請求項１に記載したパチンコ球補給装置であって、前記案内部
は、球の通過方向に直交する断面形状が、略Ｖ字形に形成されていることを特徴とする。
【００１２】
　請求項３に係る発明は、請求項１または２に記載したパチンコ球補給装置であって、前
記案内部は、球の通過方向に沿って、略逆へ字形に形成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、球導入樋が下降する際に、当接する球を案内部によって移動させるこ
とができるので、球を挟み込むことがなく、球導入樋を所定の正しい位置にガイドするこ
とができる。このため、球導入樋が下降の途中で止まってこの位置で球を補給してしまう
ことによる、賞球タンクからの球のこぼれ落ちを極力抑えることができる。したがって、
こぼれ球が生じることによる誤差球の発生や、こぼれ球の落下による島設備の破損を極力
少なくすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明を図示の一実施例について説明する。パチンコ遊技店では、複数のパチン
コ機１００を列設して構成した島と呼ばれる一群を一つの構成単位として制御や球の循環
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を行なっている。図１１に示すように、この島は、一般に背中合わせに列設したパチンコ
機１００と、該パチンコ機１００の上方部分に配設した球補給樋２１０及びパチンコ機１
００の下方に配設する球回収樋２２０、該球回収樋２２０で回収した球を球補給樋２１０
に揚送する揚送装置（図示せず）や、回収した球を洗浄する洗浄装置（図示せず）等が適
宜配設してある。
【００１５】
　球補給樋２１０は、揚送装置から島の端部に位置するパチンコ機１００まで球が流下可
能なように下り傾斜をもって形成し、各パチンコ機１００に対して球供給管２３０を分岐
させる。そして、この球供給管２３０の先端をパチンコ機１００の前面枠に設けた賞球タ
ンク１１０に臨ませることにより、球補給樋２１０から流下する球を賞球タンク１１０に
供給するものである。そして、この球供給管２３０の先端に、本発明に係るパチンコ球補
給装置３００を配設するものである。
【００１６】
　パチンコ球補給装置３００は、パチンコ機１００の前面枠に設けた賞球タンク１１０に
対して球を補給する際、この補給する球を計数すると共に、打止め時には球の供給を停止
させるものである。また、パチンコ機１００の前面枠を開放するときに、球補給樋２１０
から流れ込んでいる球が球供給管２３０から流出しないように当該球供給管２３０の球出
口を封止する機能を備えている。
【００１７】
　そこでパチンコ球補給装置３００は、例えば図８に示すように、球供給管２３０を通っ
て賞球タンク１１０に供給する球数を数える計数手段３１０と、前面枠１２０が開放状態
にあるときに球供給管２３０から球が零れないようにする停止手段３２０と、前面枠１２
０が開放状態にあることを検出するための前面枠開閉状態検出手段３３０と、停止手段３
２０と前面枠開閉状態検出手段３３０とを連動させる連動手段３４０を備えている。また
、図１に示すように、遊技者に払い出した賞球数が予定数に達したときに、以後の遊技を
停止させるための打止め手段３５０を備えている。
【００１８】
　計数手段３１０は、詳しい説明を省略するが、ユニット化された一つの部材であって、
略直方体に形成された収納ボックスに、縦方向の球通路を形成すると共に、回動自在に軸
着したスプロケットの先端部分を球通路に臨ませてなり、スプロケットが１回転すると、
１０個の球を計数する。このとき、図示していない磁石を設けた回動片やリードスイッチ
等によって構成された計数信号発生手段から、スプロケットの回動に応じて所定の計数信
号が送出される。
【００１９】
　パチンコ球補給装置３００は、球を賞球タンク１１０に導くための球導入樋４００と、
この球導入樋４００からの球の流出を停止させるための停止手段３２０とを備えている。
そして、球導入樋４００は、後述するように自身が回動することによって、球を流出可能
な位置と、球の流出が不可能な位置とに変位することができ、停止手段３２０の一部とし
て機能する。また、パチンコ球補給装置３００は、パチンコ機１００の前面枠１２０の開
閉状態を感知するための前面枠開閉状態検出手段３３０を備えている。さらに、この前面
枠開閉状態検出手段３３０と、前記した停止手段３２０とを連繋させる連動手段３４０を
備えている。
【００２０】
　これらの球導入樋４００、停止手段３２０、前面枠開閉状態検出手段３３０、および連
動手段３４０は、金属製のベース基板３６０に取り付けられている。また、パチンコ球補
給装置３００には、球供給管２３０と連結するために、略横Ｌ字状の連結部材３７１が首
振り自在に設けてある。さらに、計数手段３１０の信号を取り出すためのコネクタ付配線
３７２と、マイクロスイッチに接続したコネクタ付配線３７３、後述する駆動源として配
設したラッチングソレノイド３５２の配線３７４が設けてある。
【００２１】
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　球導入樋４００は、ベース基板３６０に対して上下方向に回動自在に軸着されており、
図３に実線で示すように、略水平方向に延在する状態から、図３に破線で示すように、下
方へ垂下する状態へ変位することができる。また、この球導入樋４００は、バネ３２１に
よって、上昇して略水平状態を保つように付勢されている。そして、球導入樋４００が、
略水平状態にあるときには、この球導入樋４００から球が流出することはない。すなわち
、球導入樋４００は、略水平状態にあるときには停止手段３２０の一部として機能してい
る。
【００２２】
　この球導入樋４００の変位は、前面枠開閉状態検出手段３３０および連動手段３４０に
よって行なわれる。すなわち、パチンコ機１００の前面枠１２０を開放状態から閉止状態
に移行させたとき、前面枠開閉状態検出手段３３０として設けた検知レバー３３１が、前
面枠１２０の背面側に設けた賞球タンク１１０の後壁１１０ａに当接して回動すると、こ
の回動運動が連動手段３４０によって前記した球導入樋４００に伝達されて、当該球導入
樋４００が下降することになる。
【００２３】
　連動手段３４０は、ベース基板３６０の適所に設けた軸を支点に回動するカム機構であ
る。例えば、図１に示すように検知レバー３３１は、鉛直方向に回動軸を有する回動レバ
ー３３２と一体に形成されており、コイルバネ３３３によって、検知レバー３３１がベー
ス基板３６０に当接するように付勢されている。この付勢された状態では、球導入樋４０
０が上昇し、計数手段３１０の球通路の出口を閉止するので球の流出は起こらない。なお
、回動レバー３３２には、押圧レバー３３４が連絡し、この押圧レバー３３４の押圧爪が
、計数手段３１０の球通路に嵌入して、球供給管２３０から計数手段３１０への球の流入
を球通路の入口側で阻止している。すなわち、押圧レバー３３４の押圧爪が球通路の入口
側で、球導入樋４００が球通路の出口側で、停止手段３２０として機能している。
【００２４】
　さらに、計数手段３１０の球通路には、打止め手段３５０を構成する打止めレバー３５
１に設けた打止め爪が、前記した押圧爪と重なるように臨ませてある。この打止め爪は、
駆動源として設けたラッチングソレノイド３５２によって作動する。すなわち、予定数の
補給が完了して打止めとなったときには、ラッチングソレノイド３５２を作動させて、打
止め爪を計数手段３１０の球通路に嵌入させて、球の供給を停止させている。
【００２５】
　次に、球導入樋４００について図５乃至図７を用いて説明する。球導入樋４００は、合
成樹脂で成形した２部品を組み合わせてなる。すなわち、球導入樋４００は、長手方向に
、中央から若干外れた位置において、第１部品４１０と第２部品４２０とに分割されてい
る。そこで、これらの第１部品４１０と第２部品４２０とを所定の位置に組み合わせ、両
部品４１０，４２０に設けた組付部４３０、具体的には、第１部品４１０に設けた組付部
４３１ａ，組付部４３１ｂ、および第２部品４２０に設けた組付部４３２ａ，４３２ｂに
、図示していないねじを螺着することにより、一体の球導入樋４００を形成する。なお、
この球導入樋４００の分割数は、２部品ばかりではなく、さらに細かく分割してもよいし
、可能ならば一体成形してもよい。また、組付部４３０を２箇所に設けてねじ止めしてい
るが、これに限るものではなく、嵌着させたり、接着剤を利用したりするなど、他の固着
手段を適用することも可能である。
【００２６】
　ところで、球導入樋４００は、第１部品４１０と第２部品４２０とを組み付けて一体と
した状態で機能するものであるから、特に断わりのない限り、球導入樋４００と称した場
合は、組み付けた状態を指すものとする。
【００２７】
　球導入樋４００は、上方に開口する球導入口４４１を有すると共に下方に開口する球導
出口４４２を有している。また、球導入樋４００には、水平方向に軸着するための軸受部
４５１，４５２が設けてある。そして、この球導入口４４１は、球導入樋４００が下向き
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に回動して垂下状態にあるときに計数手段３１０の球通路に連通可能である。また、この
垂下状態にあるときには、球導出口４４２が横向きに開口し、球通路を通った球の流出が
可能である。一方、球導出口４４２は、球導入樋４００が上方に回動して略水平状態にあ
る場合には上向きに開口している。このとき、球導入口４４１と球通路の出口とがずれて
いるので、球通路から球導入樋４００内に球が流入することがなく、球導入樋４００の球
導出口４４２から球が流出することがない。
【００２８】
　一方、球導入樋４００の先端側で、賞球タンク１１０内に貯留された球に当接する部分
には、当該球導入樋４００が下降したときに、貯留された球の間に入り込み、当接した球
を押圧して移動させる案内部４６０が設けてある。すなわち、球導入樋４００の回動を阻
害する球を排除して、当該球導入樋４００を所定の位置まで回動可能とする案内部４６０
を設けるのである。
【００２９】
　案内部４６０は、例えば図５乃至図７に示すように、いわゆる舟底型に形成してある。
すなわち、球の通過方向に直交する断面形状が、略Ｖ字形に形成されている。また、球の
通過方向に沿って、略逆へ字形に形成されている。
【００３０】
　具体的には、第１部品４１０に設けた第１傾斜面４６１と、第２部品４２０に設けた第
２傾斜面４６２とが、内端部分で突き合わされて頂点、言い換えると稜線を、長手方向に
形成している。なお、図示の実施例では、第２傾斜面４６２の内端部分を、水平方向に僅
かに延出させて帯状の稜線部分４６３を形成している。
【００３１】
　以上により、球導入樋４００は、略Ｖ字形の外形を備えることになる。このように略Ｖ
字形とすることにより、球導入樋４００が下降して賞球タンク１１０内に貯留された球と
当接した際、第１傾斜面４６１及び第２傾斜面４６２に当接した球は側方に逃れ易くなり
、賞球タンク１１０の後壁１１０ａと球導入樋４００との間に球が咬み込まれることを防
止することができる。また、球導入樋４００の先端側を上述のように略逆へ字形とするこ
とにより、球導入樋４００と賞球タンク１１０の底面との間に球が咬み込まれることを防
止することができる。
【００３２】
　なお、本実施例では球導入樋４００に稜線部分４６３を形成しているが、稜線部分４６
３を形成せず、第１傾斜面４６１と第２傾斜面４６２とを接合した際に略Ｖ字形の頂点部
を形成するようにしてもよい。
【００３３】
　一方、第１傾斜面４６１および第２傾斜面４６２の外端部分には、互いに略平行に対向
する第１垂直面４６４および第２垂直面４６５がそれぞれ延設されている。なお、第１傾
斜面４６１および第２傾斜面４６２は、平坦面ではなく、僅かに湾曲する湾曲面となって
いる。また、第１傾斜面４６１および第２傾斜面４６２の先端部、すなわち、略逆へ字形
に屈曲する部分である第１前端面４６６および第２前端面４６７においても、外面が僅か
に湾曲している。本実施例では前述の通り第１傾斜面４６１、第２傾斜面４６２、第１前
端面４６６及び第２前端面４６７は外面を僅かに湾曲させる構成としているが、湾曲面を
形成せず、平坦面としてもよい。
【００３４】
　このような案内部を備える球導入樋４００は、連動手段３４０によって回動する。すな
わち、前面枠１２０が開閉するときに、賞球タンク１１０に当接する検知レバー３３１の
動きを連動手段３４０によって、球導入樋４００に伝達するのである。連動手段３４０は
、例えばカム機構によって構成してある。そして、球導入樋４００の第１部品４１０には
、連動手段３４０の一部を構成している連動ピン（図示せず）を受け入れる長孔状の連動
孔４７１が設けてある。
【００３５】
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　そこで、前面枠１２０前面枠開閉状態検出手段３３０である検知レバー３３１が、前面
枠１２０の閉止に伴って賞球タンク１１０の後壁１１０ａによって押圧されて回動すると
、この回動が連動手段３４０を構成している連動ピンおよび連動孔４７１に伝達され、球
導入樋４００が回動軸を支点にして下向きに回動することとなる。
【００３６】
　このような形状の球導入樋４００が、回動軸を支点に下向きに回動し、球導入樋４００
の先端部が下降して、賞球タンク１１０内の球に当接する場合には、図１０に示すように
、球導入樋４００の稜線部分４６３が球Ｐ１，Ｐ２の間に、丁度、楔のように入り込み、
第１傾斜面４６１または第２傾斜面４６２に接している球Ｐ１，Ｐ２を、接線方向に押圧
する。このため、押圧を受けた球Ｐ１，Ｐ２が側方へ移動し、この移動した球と接してい
る球も移動し、各球が順次移動することになる。
【００３７】
　そして、球導入樋４００に当接している球を排除しながら当該球導入樋４００が回動を
続け、所定の回動位置に到達することができる。すなわち、賞球タンク１１０内に貯留さ
れた球によって球導入樋４００の回動が邪魔されることが極力防止できる。したがって、
球導入樋４００の下降（回動）が途中で停止してしまうことも少ない。このため、球導入
樋４００が回動の途中であるにも拘らず球が流出してしまい、この流出した球が島内に落
下して、賞球タンク１１０と島設備との間に挟まったり、落下した球で島設備を破損する
事態の発生も極力抑えることができる。
【００３８】
　以上、本発明を図示の実施例について説明したが、本発明は前記した各実施例に限定さ
れるものではなく、特許請求の範囲に記載した構成を変更しない限り適宜に実施できる。
例えば、連動手段をカム機構で構成し、球導入樋を機械的に下降させているが、前面枠開
放状態検出手段を電気的センサで構成し、連動手段を電気的駆動源により構成して、球導
入樋を電気的に可動するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】パチンコ球補給装置の一部を欠截した正面図である。
【図２】パチンコ球補給装置の背面図である。
【図３】パチンコ球補給装置の右側面図である。
【図４】パチンコ球補給装置の底面図である。
【図５】上方から見た球導入樋の斜視図である。
【図６】下方から見た球導入樋の斜視図である。
【図７】球導入樋の分解斜視図である。
【図８】前面枠を開放した状態における、パチンコ球補給装置と、賞球タンクとの関係を
示す説明図である。
【図９】前面枠を閉止途中の状態における、パチンコ球補給装置と、賞球タンクとの関係
を示す説明図である。
【図１０】パチンコ球補給装置の球導入樋とパチンコ球との関係を示す説明図である。
【図１１】パチンコ遊技店における島設備の背面側を示す説明図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１００　パチンコ機
　１１０　賞球タンク
　１２０　前面枠
　２１０　球補給樋
　２２０　球回収樋
　２３０　球供給管
　３００　パチンコ球補給装置
　３１０　計数手段
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　３２０　停止手段
　３２１　バネ
　３３０　前面枠開閉状態検出手段
　３３１　検知レバー
　３３２　回動レバー
　３３３　コイルバネ
　３３４　押圧レバー
　３４０　連動手段
　３５０　打止め手段
　３５１　打止めレバー
　３５２　ラッチングソレノイド
　３６０　ベース基板
　３７１　連結部材
　３７２　コネクタ付配線
　３７３　コネクタ付配線
　３７４　配線
　４００　球導入樋
　４１０　第１部品
　４２０　第２部品
　４３０　組付部
　４４１　球導入口
　４４２　球導出口
　４５１　軸受部
　４５２　軸受部
　４６０　案内部
　４６１　第１傾斜面
　４６２　第２傾斜面
　４６３　稜線部分
　４６４　第１垂直面
　４６５　第２垂直面
　４６６　第１前端面
　４６７　第２前端面
　４７１　連動孔
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